
□□D中国革命の進躍
田中国革命の進展ほ閾謡Э

口五・四運動と第1次国共含作 (1919～ 1928)

O五・四運動 パリ講和会議で中国が主張した21か条要求の破棄や
山東の旧ドイツ権益の回収が列国により無視されたため,1919年 5月 4

日北京大学の学生が排日などを叫びデモ行進。これを機に大衆が参加し

全国的な反帝国 反封建主義運動が展開された。   北京革命博物館蔵

0魯迅と文字革命 (OP232■詢
本名「周樹人J。 医師になることをめざし日本に

留学したが日露戦争後,文学にめざめ,北京大学で

文字史を教える一方白話運動に参加。1918年『狂

人日記』を雑誌「新青年」に寄稿するなど文学革命

の中心人物として活躍。『阿Cl正伝』など当時
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における精神的基盤を形成した。

●文字革命のプロセス
1915

O魯迅(1881～ 1986)
0『阿Q正伝』の挿絵 (着色)

ス条約  )― 日露戦争

南満州鉄道と旅順 大連租借権

南満州 内モンゴル
｀
第一次

/世
界大戦

日本の特殊権益を米が承認

的)一―――ワシントン会議
日本の特殊権益を列国が否定

日本が支援する北京の

張作森(奉天軍閥)の敗北

石丼 ランシング協定

○奉天事件

(張作霧爆殺

事件)1928年

6月 4日関東軍

参課の河本大作‐

らは,北京から

奉天に引き上げ

る張作界を奉天

郊外で専用列車

こと爆殺した。

●張作霧爆殺の舞台裏
九か国条約(1922)以来,列国の支持

を失つた日本は「満蒙」権益を守るため,

奉天(東北)軍閥の張作森を利用,彼の

北京支配を支援した。

しかし,1928年第2次北伐により張

作森軍が蒋介石率いる北伐軍に敗れる

と,関東軍の一音剛ま,北京から自らの

根拠地である満州にもどろうとする張

作森を爆殺した。混舌‖こ陥つた満州に

関東軍が出動,満州全土を制圧して,

満州の独立をねらつた。
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1918 拳鶏1,マルクス主義
研究会を設立
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ロシア革命
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ェ共同声明
(連ソ・容共・扶助工農)

1945～ 49

カラハン宣言

1927～29山東出兵

勝:曇異曇偉
(張作霧爆殺)

19319 柳条湖事件,

満州事変
(十五年戦争 ～45)
19321 上海事変
19322～ 7リ ット〕

19332 熱河占領(ヽ
19333 国際連盟1党退
19335 塘滴停戦協定
19343 薄儀,満州国

皇帝に即位

193511 翼東防共自

政府設立

〔長官:殷汝耕〕

19362 二・二六事件
19377 慮溝橋事件

1937 8 第2次上海事変

193810 広州

19395～ 9ノモンハン事件

19403 江兆銘政
194112 太平洋戦争勃発

19458 日本降伏
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陳独秀,「新青年」発刊

*倉」刊時は「青年雑誌」
1916年改称



口抗日民族続―戦線の形成(1929～36) 口 日中戦争の時代(1937～45)

O濤儀(宣統帝)
(「満州国」の普通切手)

「満州国」と
「ラストエンペラー」
清朝最後の皇帝薄儀は,1908

年,西太后の指名により3歳で

即位したが,辛亥革命のため退

位(1912)。 その後中国侵略をも

くろむ日本の軍部に利用され ,

1932年日本の愧儡国家「満州国」

の執政に就任した。

『長征」(大西遷)12,500km

蒋介石率いる国民党軍の5回に及ぶ包

囲攻撃で江西省の拠点瑞金を放棄した共

産党は,1934年陳西省延安を目指す長征

を敢行した。移動距離は12500kmに及び,

数多い難所越えと国民党の追撃の中で,

出発時の人員12万が到着時には3万以下

に激減する長苦の旅であつた。この長征

途上の連義会議(1935)で周恩来の支持を

得た毛沢東は,党指導権を掌握した。

曲  『義勇軍行進曲』  Q輛 " 抗
日運動を題

(中華人民共和国国歌)   材とする映画「風雲児女」
逸て 奴隷たることに甘んじない人々よ     (1934)の主題歌として

つく

られたが,1935年 「十二
われらが血潮もて 新しき長城を築け
中華民族は いまや[俳存亡の関頭に立たされた 1月ゴLEつ讐χ[最聟

ヾ

おのがじし 最後の雄叫びをあげよ
もろびと           代表的革命歌となり,中華

起て 起て 起て 諸人うつて一丸となり    人民共和国の成立とともに,
敵の砲を冒して前進せよ  c世界大百科辞典』平凡社)国歌として制定された。

醍亦

術 環■ 「満蒙は日本の生命線」という言葉どおり,日
本資本が進出した満州は,多くの資源を日本に供給した。

○「満州国」の

元は樺誌日本
の対品E稼嗣 洲団

は建国理念に「五族

(日 満 漢 朝 蒙)

協和」と「王道楽土」

を掲げた。


